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成功に導くシステム統合の論点 

－ビジネス・システムと整合した情報システムが成否の鍵を握る－ 
開催のお知らせ 
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昨今の厳しい経済環境の中，さまざまな分野で企業統合，業務統合が行われてい

ます。ビジネス・システムの統合に伴い，それを支援する情報システムの統合も必要と

なりますが，そこではしばしばシステム障害が発生し，社会的な問題となっております。 
先日も，大手都市銀行の合併が，システム統合に関わる問題を理由に，延期になりま

した。 
経営情報学会『システム統合』特設研究部会では，システム統合を成功に導くため

には何が必要なのかについて，2年間の研究活動を行って参りました。このたび，研究
活動をまとめたものを著作として刊行し，それに伴って，下記のとおりシンポジウムを開

催することにいたしました。われわれのメッセージは，「統合後のビジネス・システムに

整合する情報システムを構築することが，もっとも重要である」というものです。多数の

方々のご参加をお待ち申し上げております。 
 

記 

 
日時：2005年 10月 28日（金） 13:30-17:00 (受付：13:00～) 
場所： キャンパスイノベーションセンター1F国際会議室 
         東京都港区芝浦3－3－6 
アクセス：  JR山手線・京浜東北線 田町駅（徒歩１分）， 

都営三田線・浅草線三田駅（徒歩５分） 
http://www.isl.or.jp/campusinnovation.html 

内容： 
第一部 講演 13:30-15:20 

13:30 –13:35 開会の辞 
13:35－13:40 会長挨拶 平野雅章 経営情報学会会長    
13:40－13:50 「成功に導くシステム統合の論点」刊行にあたって 

飯島淳一（システム統合特設研究部会主査） 
13:50-14:20  「概念スキーマとシステム統合」     

   手島歩三（ビジネス情報システムアーキテクト） 
14:20-14:50  「概念データモデルベースのシステム開発－KDDIのケース」 



   繁野高仁（KDDI執行役員情報システム本部長） 
14:50-15:20  「統合を容易とするアーキテクチャ：金融・サービス業におけるコン 

ポーネントベースアプローチ」 
   森田勝弘（県立広島大学経営情報学部教授， 

法務省CIO補佐官） 

 
休憩 15:20-15:40 

 
第二部 ディスカッション 15:40-17:00        
15:40－16:50   フロアーと部会メンバーとのディスカッション 
16:50－17:00  閉会の辞 
 
主催： 経営情報学会 
協賛： AIS 日本支部（JPAIS），オフィス・オートメーション学会， 

日経情報ストラテジー誌，日経 ITプロフェッショナル誌， 
日経コンピュータ誌，  
（社）日本情報システム・ユーザ協会（JUAS），情報システム学会 
（社）日本経営工学会， 
 
（以下，依頼中） 
情報処理学会「情報システムと社会環境」研究会， 
（社）情報サービス産業協会（JISA）， 
 

会費:  10,000円 
（ただし，講演資料ならびにシステム統合特設研究部会編の『成功に導くシステム

統合の論点－ビジネス・システムと整合した情報システムが成否の鍵を握る

－』（日科技連出版社，定価 3,675円，2005年 10月発売）を差し上げます） 
 
参加希望の方は，is-event@me.titech.ac.jp 宛てメイルにて，10 月 15 日（土）ま

でにご氏名とご所属をお知らせください。 
以上 
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2002年4月1日に発生した，大手銀行のシステム障害事件は，まだ記憶に新

しい．また，つい最近も東京三菱銀行とUFJ銀行の合併が，システム統合に

よるトラブル発生を回避し，より高い次元の安全性を確認するために延期にな

った．これらの出来事は，M&Aなどにともなう情報システム統合の難しさ

を，改めて強く印象づけるものとなった．

さて本書は，経営情報学会「システム統合」特設研究部会による，2年間の

研究成果をまとめたものである．

経営情報学会は，1992年に設立された，会員約1,700名の日本学術会議登録

学会であり，情報と情報技術の活用について，産官学・文理が融合して相互に

研鑽しながら，研究・学習することを目指すフォーラムである．この領域では

日本最大の学会で，論文誌発行（年4回）・研究発表大会開催（年2回）の他，シン

ポジウム開催や研究会の運営・サポートを行っている．

特設研究部会という組織構成は，会長直下のトップダウンでテーマやメンバ

ーの選定が行われる研究部会で，すでに，「経営情報学カリキュラム」（主査：

遠山 暁），「情報倫理」（主査：村田 潔）の2つの部会が活動を行ってきている．

現在，経営情報学会で設置している特設研究部会には，2005年4月から発足し

た，「情報投資と経営成果」（主査：平野雅章）がある．

経営情報学会では冒頭で述べた大手銀行のシステム障害事件を契機に，社会

的なニーズの極めて高い研究分野として，「システムの統合」について学会と

しても取り上げるべきであるとの認識が広まった．これを踏まえて，2002年6

月1日，2日の両日に開催された春季研究発表全国大会（場所：東京工業大学）に

おいて，「M&Aに伴うITインフラマネジメント」と題する特設パネルディス

カッションが開催され，システム統合に関する特設研究部会の設置準備が始め

られた．このパネルディスカッションはかなり高い関心を集め，このテーマの

重要性と今日的意味について再認識することになった．
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これを受けて，2002年10月から準備会が開催され，2003年1月の理事会で，

第三の特設研究部会として設置が認められ，2003年4月から本格的な活動を開

始し，2005年3月でその活動を終了した．

この特設研究部会「システム統合」のメンバーは次のとおりである（敬称略）．

主査　飯島　淳一　　東京工業大学・大学院社会理工学研究科

伊藤　誠彦　　日本アイ・ビー・エム研修サービス㈱

岩田　裕道（故人）BISAパートナー

繁野　高仁　　KDDI㈱

島田　裕次　　東京ガス㈱

手島　歩三　　㈲ビジネス情報システム・アーキテクト（BISA）

南波　幸雄　　㈲エスバーグ・コンサルティング（部会発足時は，マ

ネックス証券㈱）

森田　勝弘　　県立広島大学，法務省CIO補佐官（部会発足時は，ア

クセンチュア㈱）

山本修一郎　　㈱NTTデータ

本書の主要なメッセージは，情報システム統合は，それが支援するビジネス

システムの統合なくしては語れないものであり，ビジネスシステムを支えるア

ーキテクチャと情報システムアーキテクチャの整合性（アラインメント）が，シ

ステム統合の成否を決める最も重要な要因である，というものである．

最後に，本書に収めたいくつかの事例について，資料提供ならびにヒアリン

グに応じていただいた，浜田達夫氏（第11章），佐藤正敏氏（第14章），小坂志郎

氏（第14章），辻誠一氏（第16章），織田孝司氏（第16章），久島道夫氏（第17章），

高向宏氏（第17章）に感謝の意を表する．

また，日科技連出版社の鈴木兄宏さんには大変お世話になった．ここに深く

感謝申し上げたい．

2005年9月

著者を代表して　飯　島　淳　一
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